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新聞が数多く所蔵されていて、私はよく利用させてもらっています。新聞は、もちろんその内容を鵜呑みにすることは危険ですが 上手に用いれば、世界各地でおきた事件やそれに対する人々の見方を直接知ることのできる貴重な資料です。とりわけ、アジ研図書館 は、日本のマスメディアなどではなかなか取り上げられないアジアやアフリカの国々の新聞を読むことができますので、それら 地域に関心 持っている者にとって宝の山にも等しい場所であるといえここでは私 アジ研図書館 の新聞の楽しみ方についてお話しさせていただきたいと思います。　
まず、アジ研図書館一階奥にある新聞コー





いて飽きません。電化製品や自動車などは今、現地でどのメーカーのどのような製品が売られていて、どのくらいの値段であるのか日本にながらにして知ることができます。海外赴任や出張の前などにチェックさ てはいかが しょうか。特に日曜版な には料理 レシピが載っていることもしばしばあります。これらを利用して見知らぬ国の料理に挑戦してみる も面白いでしょう。　
また、アジ研図書館では古い新聞をマイクロ





デジタル化されたデータベースの方が便利だという人もいるかもしれ そのような意見にも一理あります。マイクロフィルム 新聞では、 例えばキーワード検索ができ せん で 日付順に並んだ新聞を一ページずつめくりな ら目当ての記事を探さなければならないから す。　
しかし、だからこそ分かることもたくさんあ
るのです。マイクロフィルムのページをめくっていくと、その当時の国内外の社会問題や世相について 情報が目に飛び込んできます。ホットだった社会問題、 人気を集めていた歌や映画、ファッションや芸能情報、新型の自動車やカメラの紹介など、当時の社会 様子をそこから知ることができるのです。目当ての記事だけを検索して拾い出すやり方 はこうはいきません。いわば、マイクロフィルムを通して私たちは当時の社会への「タイムスリップ」を経験することができるのです。調べたい出来事や事件もこうした同時期の背景を知ることで より深く理解することができる しょう。　
読者の皆さんも、アジ研図書館の新聞資料を利
用して、自分が関心のあ 地域や時代へのタイムスリップを経験してみてはいかがでしょうか。
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